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平成 26 年 7 月３１日 

通巻 第 40 号 

東京都教育庁指導部     

義務教育特別支援教育指導課 

 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・氏名を入力いた

だき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを送信してください。 

なお、本メール・マガジンは PDFファイルにて提供いたしますので、携帯電話では読めない場合があります。 

また、メール・マガジン「Ｓｃｒｕｍ」のバックナンバーは、 

《東京都教育委員会ホームページ＞学び応援ページ＞確かな学力》 で御覧いただけます。 

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

SSccrruumm  ―スクラム― 

小学校第５学年の児童及び中学校（中等教育学校）第２学年の生徒を対象にした、平成２６年度「児童・

生徒の学力向上を図るための調査」を、７月３日（木）に実施しました。各学校におかれましては、円滑

かつ適正な実施に御協力いただき、ありがとうございました。 

各学校では、夏季休業日等を利用して採点や調査結果の集計等に取り組まれることと思います。ぜひ、

採点結果はもちろんのこと、児童・生徒質問紙調査と調査結果の相関データ等も活用して自校の課題を把

握していただき、「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果を今後の授業改善に結び付けていただ

くようお願いいたします。 

さて、今年度の「児童・生徒の学力向上を図るための調査」では、児童・生徒に返却する「個人票」を

中心に、次の点について改善を行っています。 

第一は「復習のポイント」の明示です。昨年度までは、各教科の正答数に合わせて「コメント」が表示

される形となっていましたが、今年度は、間違えてしまったときに何を復習すればよいのか、どのような

点に注意してもう一度チャレンジすればよいのかを「復習のポイント」として、「個人票」とは別に、問題

ごとに示すことにしました。小・中学校共に裏表印刷で全教科分が１枚に収まりますので、間違えてしま

った問題の復習の際に活用できるよう、「個人票」と合わせて配布いただきたいと思います。 

第二は「東京ベーシック・ドリル」との関連の明示です。既に全小学校にＣＤにより配布している「東

京ベーシック・ドリル」ですが、今回実施した「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の問題の一部

について、間違えてしまったときに復習できるよう「東京ベーシック・ドリル」のシート名・番号を表示

する形式にしました。「個人票」裏面の下段に表示がある児童・生徒には、ぜひ、該当シートに取り組ませ

ていただきたいと思います。 

なお、この「東京ベーシック・ドリル」は小学校４年生までの基礎的・基本的な内容をまとめた反復教

材であるため、小学校を対象に配布をしていますが、間もなく東京都教育委員会ホームページに掲載しま

すので、中学校や家庭でもご活用いただきたいと思います。 

さらに、中学校用の「個人票」には、過去の「都立高校入学者選抜学力検査問題」のうち、今回の調査

問題と関連がある問題について、選抜年度や問題番号を表示しました。もう少し学習を進めていかないと

解くことができないものもありますが、ぜひ、チャレンジしてほしいと願っています。 

このような「調査票」を中心とした改善は、「できなかった問題や分からなかった問題をそのままにしな

いで、できるまで・分かるまで取り組ませる。」という考えから行ったものです。各学校におかれましては、

今回の「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の問題をしっかりとクリアできるよう、児童・生徒に

粘り強く取り組ませていただきたいと思います。 

●●「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の活用について●● 
指導部主任指導主事  平井 邦明 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/scrum/backnumber.htm
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平平平成成成２２２６６６年年年度度度「「「児児児童童童・・・生生生徒徒徒ののの学学学力力力向向向上上上ををを図図図るるるたたためめめののの調調調査査査」」」ををを終終終えええててて   

課課課題題題やややつつつまままずずずきききののの把把把握握握かかかららら授授授業業業改改改善善善へへへ   

 ７月３日（木）、「児童・生徒の学力向上を図るための調査」を実施しました。この調査の結果から、

児童・生徒一人ひとりの学習上の課題やつまずきの状況を把握し、授業改善へとつなげる取組の例を紹

介します。 

 ６「物語の基本的な特徴を理解し、書くことができるか」をみる問題

（書く能力）  

←
正
答 

 どの選択肢を選んでい

るかを分析することで、児

童が既習の内容のどの部

分に課題があるのか、どこ

でつまずいているのかを、

把握できるよう、調査問題

を作成しています。 

 誤答の分析から、児童の

課題を把握しましょう。 

＜ オを選んだ児童 ＞ 

最後に宝を手に入れて、家に帰るという物語の結末と、そこへと

至る事件展開という関係についての理解が十分でなかったことによ

るものと考えられます。 

＜ イを選んだ児童 ＞ 

地図を見付ける場面と、カギを見付ける場面のつながりを考えて書く

ことができなかったことによるものと考えられます。 

＜ アを選んだ児童 ＞ 

冒頭部には、物語の状況や登場人

物の設定について書かれてあること

が多いという物語の基本的な特徴の

理解が十分ではなかったことによる

ものと考えられます。 

●物語の特徴を生かして書くことが
できない児童には･･･ 

 
 物語を書くという言語活動を行う際は、「読むこと」との関連を
図ることが大切です。物語を読むことを通して学んだ、物語の基
本的な特徴（「物語のはじめには、場面の様子や登場人物の説明が
書かれていることが多いこと。」や、「物語には、大きく話がもり
上がるところがあることが多いこと。」など）を思い出しながら、
書くことを楽しめるようにすることが大切です。中学年では、物
語の基本的な特徴を十分満たさなくとも、創造的な表現をするこ
との楽しさを実感させることも大切です。 

課題に応じた 

手立ての工夫 

誤答の分析から

課題を把握 

＜ ウを選んだ児童 ＞ 

物語の基本的な特徴である、事件とその解決が繰り返される構成に

ついての理解が十分でなかったことによるものと考えられます。 
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間違えた問題に応じて、東京ベーシ 

ックドリルの立ち戻るとよいシート名 

が、表記されます。個に応じた指導の 

充実のために、御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調調調査査査問問問題題題ををを活活活用用用しししたたた「「「立立立ちちち戻戻戻るるる指指指導導導」」」にににつつついいいててて   

～～～東東東京京京ベベベーーーシシシッッックククドドドリリリルルルををを活活活用用用しししててて～～～   

 調査結果から子供の現状を把握した後、その課題を解決するための具体的な手だてを考えましょう。 

子供一人一人のつまずきの箇所から、それに適した補充の問題を用意し、できなかった問題をできるよ

うにすることが大切です。 

 児童・生徒一人ひとりの学習上の課題やつまずきの原因を把握し、より効果的な指導へとつ

なげるために、調査問題と東京ベーシックドリルをぜひ御活用ください。 

 「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の調査問題及び解答は、東京都教育委員会ホー

ムページの        で御覧いただけます。 

 

 

だいすけくんの考え「１０
（倍）」「１０分の１」が答えられ
なかった児童は、ある数を１０
倍、１００倍したり、１０分の１、
１００分の１にしたりする学習
が十分に身に付いていないと考
えられます。 
立ち戻る指導として、東京ベー

シックドリル４年５の練習問題
に取り組ませましょう。 

さきこさんの考え「0.1（ｍ）」
が答えられなかった児童は、ある
数を単位小数のいくつ分である
という、数の相対的な見方が十分
に身に付いていないと考えられ
ます。 
立ち戻る指導として、東京ベー

シックドリル３年６の問題に取
り組ませましょう。 
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個個個人人人票票票作作作成成成プププロロログググラララムムムににによよよっっっててて作作作成成成ささされれれるるる「「「個個個人人人票票票」」」ややや   

「「「間間間違違違えええてててしししまままっっったたたととときききののの復復復習習習のののポポポイイインンントトト」」」ををを活活活用用用しししままましししょょょううう！！！   

現在、採点や個人票作成プログラムの入力を行っている学校も多いことと思います。 

本年度は、個人票作成プログラムによって作成される「個人票」を改良し、児童・生徒のつまずきに

応じた指導に活用できるようにしています。その活用方法について、具体的に示します。 

 

 

表面 

 

裏面 

この欄には、観点別の調査結果が

表示されます。どの観点に課題があ

るのかを把握することで、例えば「国

語に課題がある」ではなく、「●●の

観点に課題がある」と、観点別に分

析をし、今後の学習に役立てること

ができるようになっています。 

受検した児童・生徒の各教科の回答状況（正

答・誤答）を入力し、「出力」ボタンを押して実

行することで、個人票等が作成されます。 

抽出校（都内全体の約 10％を無作

為抽出した学校）の調査結果を、８

月下旬にお知らせします。プログラ

ムにその数値を入力することで、「東

京都」の欄にデータが表示されます。 

※入力しなくても個人票の作成は可能 

全ての問題について、正答であれ

ば「1」、誤答・無解答であれば「0」

が表示されるようになっています。 

児童・生徒にどの問題を間違えて

しまったのかを把握させ、間違えて

しまった問題をできるようにさせる

ことが大切です。その際、「間違えて

しまったときの復習のポイント」を

活用することができます。（※次ペー

ジ参照） 

本調査において間違えてしまった問題に

ついて、具体的に立ち戻る問題を示すため

に、「東京ベーシック・ドリル」の項目名が

表示されます。中学校の個人票には、今回の

調査問題と関連のある過去の都立高等学校

入試問題の問題番号も表示されます。 
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本年度は、誤答・無解答であったときに、児童・生徒がどのような復習をすればよい

のかを「間違えてしまったときの復習のポイント」として配布しました。本ポイントの

活用方法例を、以下に示します。 

 

 

ある児童の個人票（一部） 

この児童は、社会の通し番号 1

の問題である、１(1)の問題を間違

えてしまったのね。 

「間違えてしまったときの復習

のポイント」にあるように、「方位

記号の矢印の向きを確かめて、地

図上の東西南北を読み取ること」

に注意して、このような問題に取

り組ませるようにするとよいの

ね。 

間違えてしまったときの復習のポイント（一部） 

 

練習 

 

調査問題 

「間違えてしまったときの復習のポイント」をもとに、

練習問題に取り組ませます。特に、個人票には、復習す

る必要のある「東京ベーシック・ドリル」の項目が表示

されますので、しっかりと取り組ませましょう。 

個人票の結果から、誤答・無解答の問題を把握

させ、その問題に対応した「間違えてしまったと

きの復習のポイント」をもとに、復習させるよう

にします。 

 

間違えてしまった調査問題に再度取り

組ませることで、間違えていた問題ができ

るようになったかを確認します。 
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「「「キキキャャャリリリアアア教教教育育育のののよよよりりり一一一層層層ののの充充充実実実ををを目目目指指指しししててて」」」   

キキキャャャリリリアアア教教教育育育教教教師師師用用用手手手引引引書書書ををを配配配布布布しししままましししたたた   

 学校教育の中でキャリア教育の重要性は一層高まっています。しかしながら、今 

までの教育活動のままでよいと誤解されていたり、職場訪問や職場体験をもってキ 

ャリア教育を行ったものとしていたりする現状が指摘されているとともに、教員の 

受け止め方や実践が一様でない面があります。 

 そのため、各学校におけるキャリア教育推進の取組の参考となるよう、キャリア

教育の定義や目標の設定から評価の改善までの手立てをまとめました。キャリア教

育の指導内容・指導方法の一層の充実に向けて、校内研修会等で本書を御活用くだ

さい。 

各校種、各学年の「キャリア教育に関わる

年間指導計画（例）」を参考に、児童・生徒、

学校、地域の実態に応じた、年間指導計画の

作成及び見直しをお願いします。 

年間指導計画（例） 中学校第２学年 

① キャリア教育の理解、自校の状況や取組について確認することができます。 

② 教員のキャリア教育の理解の状況等、学校の実状に合わせて、研修を行うことが

できます。 

③ キャリア教育の全体計画及び年間指導計画の作成の手順を確認することができ

ます。 

④ 各校種、各学年の年間指導計画例が紹介されています。 

⑤ 年間を通じたＰＤＣＡサイクルが例示されています。 

※中学校用には、「将来起こり得る人生上の諸リスクへの対応」の観点から教科 

等の指導場面例が紹介されています。 

各校種のＰＤＦ版を「学び応援ページ」の

「キャリア教育」に掲載予定です。ぜひ御活

用ください。 

年間指導計画を作成し、キャリア教育を教

育課程に位置付けることで、児童・生徒の発

達段階に応じた教育活動の展開が可能になり

ます。 


